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により 5 員環ラクトンのみならず、 6 員環ラクトンも高収率で合成することができる。さらに、溶媒の選択により 7
及び 8 員環ラクトンの合成にも成功した。ヒドロキシル基と同様な求核性のアミノ基をもっアレニルアミンの環化カ
ルボニル化も検討した。予想通りラクタムが生成したが、選択性は低く 2 種類の生成物が得られた。しかし、この反
応は分子間反応への拡張が可能で司あり、アミン共存下にアレンのカルボニル化を行うとヒドロアミド化反応が進行し
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論文審査の結果の要旨
ヒドロキシル基やアミノ基を隣接基としてもつアセチレンやアレン類をロジウムあるいはルテニウム錯体触媒存在
下に一酸化炭素と反応させれば、不飽和結合のカルボニル化反応と同時に環化反応が誘発され、ラクトンやラクタム
が収率良く生成する新しい環化カルボニル化反応を見いだした。この反応は基質の適用範囲も広く、また反応条件の
選択により、中員環ラクトンの合成にも応用できる一般性の高いラクトン合成法として極めて有用であり、これらの
研究成果は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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